
 

１０月１１日(日)、１２日（月）に６年生が修学旅行に行きました。長崎で平和につ

いてたくさんのことを学びました。 
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はじめに平和公園

で平和集会を行いま

した。全員で「青い空

は」を歌い、千羽鶴を

奉納しました。 

 

平和の泉 

 

山里小学校 防空壕あと 

 

如己堂 

 

浦上天主堂 

 

原爆投下中心地 

 

被爆者体験講話：早崎さ

んの貴重な体験談をお聞き

しました。 

 

最後に「原爆資料館」 



１０月は３名の先生の検証授業があ

りました。子どもたちがしっかりと自分の

意見を言うことができていました。 

 

 

よろしくお願いします。 
先週からスクールサポートスタッフと

言うことで毎日午前中に先生にきてい

ただいています。校内の消毒やいろい

ろな面での支援をしていただいていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  どの内容も本校のホームページにア

ップしています。是非ご覧下さい。 

５年担任 ５年社会 

「これからの食料生産とわたしたち」 

さくら学級担任 さくら自立活動 

「お店の人になってみよう」 

たんぽぽ学級担任 たんぽぽ１年算数 

「どちらがおおい」 

実際に長崎に行き、被爆体験講話

を聞き、フィールドワークをして、原爆

資料館を見学することは、実感を伴っ

た理解につながるのではないかと思

います。被爆者の方が思い出すのも

つらい被爆体験を話してくださるのは

平和への強い思いからだと思います。

その思いに、わたしたちはしっかりと

応えていかなければなりません。戦後

７５年、これからはこの子どもたちが

次の世代へとつなげていくことができ

るよう学習を深めていきます。 

 他にも、宇宙科学館、出島などを

体験、見学しました。 

保護者の方には、旅行の費用、準

備はもちろん、前後２週間のご家族の

健康観察を行っていただくなどご理

解、ご協力をいただきました。本当に

ありがとうございました。 

２週間の観察期間が過ぎました。

みな元気でやっと安心しているところ

です。 

 


